
            知恵は知識に勝る 

    広い知恵 ・ 深い知恵 ・ 強い知恵 を身につけた人に 

                               つがる市教育委員会 教育長  山 谷 光 寛 

 

長らく私たちの日常生活に多くの制限をもたらした新型コロナウイルス感染症は、５月８日

（月）から５類感染症に移行し、多くの制限が緩和されました。 

不自由な学校生活を過ごしてきた子どもたちも、ようやく以前までの学校生活を取り戻しつつ 

あるようです。 

この間に、子どもたちは知識に勝る多くの知恵を身につけ逞しく成長できたのではないかと推 

察しております。 

コロナ禍の中で制限を受けながらも、子どもたちのための学校教育を停滞することなく進める 

  ことができたのは、子どもたちのスマート（賢い）な姿勢と、それを支えていただいた保護者・ 

地域の皆さんの学校教育へのご理解とご協力があってのことだと感謝しております。また、各校

教職員の今できる最善の教育を考えた工夫と努力の積み重ねにも頭が下がる思いです。 

つがる市教育委員会では、子どもたち、保護者・地域住民、教職員の皆さんの努力を活かし、

子どもたちの成長を日々実感できる学校教育の実現に向けて、子どもたちと学校を支えてまいり

たいと考えております。 

その上で、今年度も学校教育の充実に向けて、次の５つの柱を重点に取り組んでまいります。 

 

  

 

 

 

  

教育委員紹介 

         
成田 悦雄 委員   平田 昌子 委員   帯川 圭太 委員   佐藤勢津子 委員   出町 義成 委員 

（教育長職務代理者） 

１ つがる市型小中一貫教育の継続と推進 

２ 通級指導教室と教育支援センターの充実とスクールサポーターの適正配置等による

児童生徒の支援体制の推進（拡充） 

今年度から西北管内で唯一の中学校通級指導教室を開設しました。 

３ 学校における働き方改革の推進（継続） 

４ 世界遺産「北海道・北東北の縄文遺跡群」に関わる取り組みの充実（継続） 

５ つがる市総合体育館を核とした新たなスポーツ環境づくりと国民スポーツ大会への

取り組みの推進（拡充） 

※中学校部活動の地域移行についても、その取り組みを進めてまいります。 

ー学校・保護者・地域とともに子どもたちの未来を創造するー   

 

   

「住むんだったら」「学ぶんだったら」「教えるんだったら」つがる市がいい！ 
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「未来を担う文化を育むまちづくり」 

を目指して、教育委員会各課の主要事業

の中から、主な取り組みを紹介します。 

  

① 子育て支援や支援者の人材育成など家庭教育に関する事業に取り組みます。 

② 地域と学校が協働で子どもたちを育てていく地域学校協働活動事業に取り組みます。 

③ キャリア教育の推進や青少年の人材育成等青少年活動の支援に取り組みます。 

④ 市民講座の実施や長寿大学の開講等生涯学習活動の支援に取り組みます。 

⑤ 市立図書館を活用した各種講座開設及び読書関連事業の実施に取り組みます。 

⑥ 公民館を利用した各種講座や学習機会の提供に取り組みます。 

⑦ 第２次つがる市スポーツ推進計画の策定や部活動の地域移行等、地域全体でスポーツや

文化活動を支える体制作りに取り組みます。 
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① 遺跡活用団体と連携して、世界文化遺産に登録された「亀ヶ岡石器時代遺跡・田小屋野 

貝塚」におけるイベント及びボランティアガイド養成講座やフォーラムを開催します。 

② 史跡等の公有化や今後の整備に向けた計画作成及び発掘調査の整理に取り組みます。 

③ 展示替えした縄文住居展示資料館カルコをはじめとする市内資料館の情報発信に努め、

学校教育等での多様な活用を推進します。 

④ 伝統芸能の保存継承を図るため、発表機会の充実とともに保存会の活動や後継者育成

の支援に取り組みます。また、子どもの伝統芸能伝承活動の推進に努めます。 
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① 教育委員会の取り組みを市ホームページや教育委員会だよりを通して公表します。 

② 学校施設の修繕や学校給食施設の整備改善をします。 

③ 教育施設の充実のために、教材整備やネット環境の充実に取り組みます。 

④ 安心安全で豊かな教育活動推進のために、通学路の安全対策、保護者への経済的支援、

学校給食の運営、スクールサポーター（支援員）の配置等に取り組みます。 

⑤ 学校と地域が一体となった学校づくりを推進するために、つがる市型コミュニティ・スク

ールの充実に取り組みます。 

⑥ 市内の５つの学区に、小中一貫教育校を設置します。 

⑦ 教育委員会と学校が一体となって学校における働き方改革を推進します。 

教

育

総

務

課 

① 確かな学力の育成のため、授業が充実したものとなるよう指導・助言を行います。 

② つがる市型小中一貫教育の三本柱「グローバル科」「つがる市型郷土学」「キャリア教育」 

の充実のために、各校の取り組みを支援します。 

③ 小・中学校ともに派遣巡回型の通級指導教室において、特別な支援を要する児童生徒へ

効果的な指導を行います。 

④ 困り感を抱える児童生徒を支援するために、教育支援センター（相談事業・通所支援事

業） を運営します。 

⑤ 教職員の資質向上のために、各種研修会を開催します。 
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今 年 度 の 主 な 取 り 組 み 



 

 

 

４月７日（金）に市内各小・中学校で、入学式が行われ、令和５年

度の教育活動がスタートしました。今年度の小学校新１年生は１９９

人、市内全児童生徒数は１，７５１人（６月１日現在）です。全ての子

どもが、健やかに、そして夢に向かってがんばれるように、学校・家

庭・地域、教育委員会が連携して取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

一貫校区分 学校名 校  長 教  頭 学級数 電  話 

第 １学区 

小中一貫

教 育 校 

木造中学校 工 藤   歩 
岩 見 浩 平 

（つがる市教育委員会 指導課より） 

１２学級 

(内 支援学級２) 
４２－３２５０ 

向陽小学校 
平 川 公 明 

（つがる市教育委員会 指導課より） 

白取知佳子 

（つがる市立穂波小学校より） 

１４学級 

(内 支援学級４) 
４２－２０６３ 

穂波小学校 千 葉 義 幸 
野 呂   寿 

（つがる市立稲垣小学校より） 

８学級 

(内 支援学級２) 
４９－２１００ 

瑞穂小学校 桑 村 哲 二 澁 谷 隆 行 
１０学級 

(内 支援学級４) 
４２－６１５０ 

第２学区 

小中一貫

教 育 校 

森田中学校 竹 内 明 人 佐 藤 貴 行 
５学級 

(内 支援学級２) 
２６－２０７４ 

森田小学校 
浅 利   忠 

（西北教育事務所 教育課より） 
三 浦 博 明 

８学級 

(内 支援学級２) 
２６－３００１ 

第３学区 

小中一貫

教 育 校 

柏中学校  中 道 人 子 鎌 田 健 吾 
７学級 

(内 支援学級２) 
２５－２０２１ 

柏小学校  三 上 高 弘 
佐 藤 典 弘 

（つがる市教育委員会 指導課より） 

１３学級 

(内 支援学級３) 
２５－２００１ 

第４学区 

小中一貫

教 育 校 

稲垣中学校 
蒔 苗 勝 久 

（五所川原市立第一中学校より） 
加 藤 博 規 

４学級 

(内 支援学級１) 
４６－２０２２ 

稲垣小学校 川崎惠美子 
蒔 苗 浩 正 

（平内町立山口小学校より） 

８学級 

(内 支援学級２) 
４６－２００４ 

第５学区 

小中一貫

教 育 校 

車力中学校 
梅 津 知 己 

（深浦町立大戸瀬中学校より） 
石 岡 靖 仁  

３学級 

(内 支援学級０) 
５６－２０２３ 

車力小学校 
佐々木綾子  

（鰺ヶ沢町立舞戸小学校より） 
澤 田 尚 希 

８学級 

(内 支援学級２) 
５６－２００４ 

令和４年度に開始した中学校区毎に小・中学校が一体となって教育活動を進める、「つがる市

型小中一貫教育」を本年度も継続して取り組み、数年をかけて充実・発展させていきます。取り

組みの様子は、各校の学校便り等で情報提供されますので、ご覧ください。 

令 和 ５ 年 度 が ス タ ー ト し ま し た 
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発行：つがる市教育委員会教育部 教育総務課  TEL ０１７３－４９－１２０１ 

小・中学校の給食時に「農家の刺客 ジェラート」を下記の日

程で提供します。 

 

７月 メロンとレモン   ８月 スイカとしお 

９月 メロンとマロン   １０月 カシスとベリー 

１１月 りんごとシナモン １２月 トマトとバジル 

 

□伊藤鉱業アリーナつがる（つがる市総合体育館）こけら落とし事業 

① バスケットボール Ｂリーグ 青森ワッツ 開幕戦を開催 

Ｂリーグ Ｂ２ 東地区で活躍する青森県唯一のプロバスケットボールチーム『青森ワッツ』

と『岩手ビックブルズ』との開幕戦を令和５年１０月７日（土）・８日（日）の２日間、開催しま

す。 

また、１１月にも『滋賀レイクス』との対戦が２日間に渡り開催することが決定しています。 

 

□夏休み体験講座 （参加費無料） 

① 「縄文遺跡ジュニアガイド体験」 

対象 市内在住の小学４～６年生及び中学生  先着３０名 

     日時 ８月１日（火） １３時３０分～１６時５０分  松の館及び遺跡現地 

     内容 松の館で、縄文遺跡に対する基礎知識の講義を受け、その後遺跡へ移動、遺跡ボラ

ンティアガイドの解説を見学した上で、ガイド解説の実践にチャレンジします。 

申込み・お問合せ先  ７月２１日（金）まで  文化財課 ０１７３－４９－１１９４ 

② 「土器づくり体験」 

対象 市内在住の小中学生（保護者同伴可） 先着４０名  

日時 ８月５日（土） １３時３０分～１５時３０分  松の館 

内容 陶芸用粘土で縄文土器をつくります。完成した土器は、講師が窯で焼き、参加者へ

９月頃お渡しします。 

持物 手拭きタオル 

 申込み・お問合せ先  ７月３１日（月）まで  文化財課 ０１７３－４９－１１９４ 

□学校給食にジェラートを提供 
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② バレーボール Vリーグ女子 公式戦を開催 

昨季、Ｖリーグ準優勝の『東レアローズ』のホームゲームとして、

『PFUブルーキャッツ』、『岡山シーガルズ』、 

『プレステージ・インターナショナルアランマーレ』の４チームが、 

令和５年１１月４日（土）・５日（日）の２日間、リーグ戦を行います。 

ぜひ、この機会にプロスポーツのプレーを観戦し、スピードとテク

ニックを体感してください。 

小・中学校の給食時に「農家の刺客 ジェラート」を下記の

日程で提供します。 

 

７月 メロンとレモン    ８月 スイカとしお 

９月 メロンとマロン   １０月 カシスとベリー 

１１月 りんごとシナモン  １２月 トマトとバジル 


